
日本語政策論
第7回 

第2単元　歴史から日本語教育の論点争点を考える③ 
明治初期の「標準語政策」から現在を捉える③ 

+ 
植民地への「言語政策」から現在を捉える①

2020年度秋学期　担当　南浦涼介

コメントスクリーンも準備お願いします。



前回の感想
から

半強制的に標準語を使用させられることについて方言話者
がどのように感じているのかという点も気になります。 

言語の統一はやっぱり必要かなあ。 

今では、様々な言語を使う人が日本にいるし、来てくれるので、統一の
必要性や、言語の多様性が問題になるが、一方で日本語は大事な日本人
のアイデンティティでもあると思う。 

多様性ももちろん大事。難しい。 

話し言葉を統一することの大変さを痛感しました。 

それに共通言語の土台がこの時代にできていなかったら「自分は日本人」という国民
意識が根付かなかったかもしれないので、そう考えるとこの共通語の存在は大きいと
思いました。現在まで含めて考えると、共通語をめぐる問題はさまざま出てくるかも
しれませんが、当時の日本が発展していくためには必要なことだったと思います。 

そう思う反面で、言語の統一は、国レベルで見るといいことのように思えますが、国
民ひとりひとりのレベルで見ると、いいことばかりではないもののような印象を受け
ました。 

『國語元年』を見て，明治の標準語政策から見る「多様性と統一性」の狭間



「共通のことば」の呼称と意味 
「標準語」と「共通語」は何が違うのか？

日本放送協会放送基準

考えるヒント 
「標準」と「共通」の違いは何だろうか。 
英語にそれぞれを翻訳するとどう違うでしょうか？

タスク1 
考える 「標準語」と「共通語」の違いは何か？

戦後，日本では「標準語」に代わって「共通語」と呼ぶようになった。



みんなが使える言葉

標準語 
Standard Language

共通語 
Common Language

「mono」という考え方 
私たちは「単一」の言語体系であるべき
だ！

「Plural」という考え方 
私たちの中にある「複数」の言語体系を 
積極的に持とうとするべきだ！

「標準／非標準」の間に「主・従」の権力関係も生まれる

概念 



考える 「共通語」は「標準語」を克服できたか？
昭和３年青森県南津軽郡大鰐町で生まれました。 

昭和24年３月青森師範学校を卒業し、同年４月「南津軽郡石川町立石川中学校」に
赴任、国語と体育を担当しました。翌年４月「東京都太田区立東調布第一小学校」
の教諭となり、上京しました。 

津軽に生まれ育って22年の後、はじめて東京の土を踏んだ青年が真っ先にぶつかっ
たのは、正しい標準語を話せないことから起こる悩みでした。つまり、日本語の標
準語は話せても、正しい標準語の話し方ができないということです。それが東京の
小学校に赴任してから、どれだけ障害になるのかなど、考えてもみなかったことで
した。 

私が職員会議等で発言すると、そのしゃべり方がおかしいらしく、クスクス笑って
いるのが伝わってくるのです。初めはクスクス笑いだったものが、ついには、私が
何か言おうとして立つと、それだけで遠慮なく大声で笑い出す先生も出る始末でし
た。やがて父兄からも「○○先生が担任になってから、子供にままりがうつって困
る」という苦情まで出る始末でした。胸を膨ませて、勇躍上京した青年が、やがて
「ことば」に悩み、次第に寡黙になって行き、暗い性格に変わり、落ち込んでいく...

佐藤和之（1996）『地域語の生態 シリーズ方言主流社会 
共生としての方言と標準語──東北』おうふう, p.18



論点争点の視点を「歴史」から探る今日の
概念

「日本人」という共同体はどの
ように作られてきたのか？

「日本語の規範」はどのように
作られてきたのか？

「言語教育」はどのように 
関わってきたのか？

明治〜昭和初期にかけての「1つの国家，1つの言語，1つの民族」という「国民国家像」
の中で「標準語政策」は取られてきた。

近代国家創造＝「近代化」と
は、「近代国家」を作る過程
だった。近代の日本は、意図的
に「国」への所属アイデンティ
ティをつくる時代。 
ここで「日本」「日本人」とい
う共同体感覚は作られてきた。

「日本」「日本人」という共同
体感覚をつくるための道具とし
て「日本語」の統一がなされ
た。

そうした中で教育で「言語の教
育」は重要視され、国語の教科
書を通して「日本の輪郭」のイ
メージも作られていった。

言語間の権力性をつくる 
「公共の言葉になったもの」 

と 
「ならなかったもの」 

の中で，どの言語の使用者か
によって，使用者の間に権力

関係が生まれてしまう。 
（標準語と方言の誕生）

言語的アイデンティティ
の分断を生む 

「標準語非母語話者」は 
自分の生活言語と公共の言語の間

に乖離をおこしてしまう 
自信の喪失や自己のゆらぎが 

発生してしまう

第5回（２週前）のまとめ しかし，こうした標準語政策は…

標準語教育がそれを加速させる



看護・介護技能実習

農村花嫁 
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「日本語政策論」 
現代の日本語教育の論点を探るための歴史地図



1908年（明治41年）発行世界地図 
日露戦争直後



1922年（大正11年）発行世界地図 
第1次世界大戦直後



1935年（昭和10年）頃発行世界地図 
第2時世界大戦直前



3 １つの国の中に多様な民族、多様な言語が存在するようになった戦前 
その結果、日本は拡大した領土に対してどんな政策をとったのか？

国民総力朝鮮連盟の標語



1942年頃、朝鮮半島で用いら
れていた消印



日本語教師はどのような役割を担っていたのだろうか？

映画「授業料」（1940［昭和15］年） 
「授業料」は，2014年に中国電影資料館から発
掘された作品で，解放以前の韓国（朝鮮半島）で
制作された作品。 
京城（現・ソウル）日報主催の京日小学生新聞公
募で朝鮮総督府学務局長賞を受賞した光州北町
小学校４年生ウ・スヨン（禹寿栄）の作文を原作
にした映画。



日本語教師はどのような役割を担っていたのだろうか？

映画「授業料」（1940［昭和15］年） 
「授業料」は，2014年に中国電影資料館から発
掘された作品で，解放以前の韓国（朝鮮半島）で
制作された作品。 
京城（現・ソウル）日報主催の京日小学生新聞公
募で朝鮮総督府学務局長賞を受賞した光州北町
小学校４年生ウ・スヨン（禹寿栄）の作文を原作
にした映画。

同化か？　交流か？
日本語教育は、植民地同化政策の前衛だったのか、 
それとも、民族融和と交流の前衛だったのか？


